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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

この授業は、１年次に物理基礎を学んだうえで、将来理系への進学を考えている人を対象として

います。したがって、物理基礎の基本的な内容を理解していることが前提で授業を進めます。物

理基礎で学んだ力や運動、熱、波の内容をより詳しく学びます。 理系大学に進学後に必要となる

基礎知識の定着を目標とするため、授業は物理基礎より早い進度で進めます。問題演習は授業中

に行うこともありますが、ほとんどが宿題となります。授業中にわからないことを放置せずにそ

の日の内に理解することを心がけてください。 

 

２ 学習の到達目標 

（１）1年次に学んだ物理基礎の内容をより深め、物理学の基本的な概念や原理・法則を理解し、

科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。 

（２）観察、実験など行い、科学的に探究する力を養う。 

（３）物理的な事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 a:知識・技能 b:思考・判断・表現 
c:主体的に学習に取り組む 

態度 

観
点
の
趣
旨 

力と運動、波動、熱、電気と磁

気について、基本的な概念や

原理・法則を理解し、知識を身

につけているとともに、事象

を科学的に解釈したり、表現

処理したりする技能を身につ

けている。 

 

 

力と運動、波動、熱、電気と

磁気などの自然の現象に法

則を見出し、探究する過程

を通して科学的に事象の分

析を行い、問題を解決し、解

決の過程や結果を批判的に

考察、判断することができ

る。 

力と運動、波動、熱、電気と磁

気などの自然の現象に関心を

もち、意欲的にそれらを探究

しようとする。また、科学的

な見方や考え方を身につけて

いる。 

上に示す観点に基づいて学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じてそれぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元 

学習内容 学習活動 評価の方法 

知(ａ) 思(ｂ) 主(ｃ) 

前
期 

力
と
運
動 

平面内の運動 

 

 

 

 

ａ：物体の平面運動・落体の

運動について基本的な概

念や原理・法則を理解

し、知識を身につける。 

ｂ：物体の平面運動・落体の

運動について法則を見い

だし、探究する過程を通

して科学的に事象の分析

を行い、問題を解決する

ことができる。 

ｃ：物体の平面運動・落体の

運動に関心をもち、意欲

的にそれらを探究しよう

とする。 

定期考査 

 

小テスト 

 

 

 

授業プリ

ント 

 

レポート 

 

 

 

授業プリ

ント 

 

レポート  

 

課題 

 

ノート 

剛体 

 

ａ：剛体について基本的な概

念や原理・法則を理解

し、知識を身につける。 

ｂ：剛体について法則を見出

し、探究する過程を通し

て科学的に事象の分析を

行い、問題を解決するこ

とができる。 

ｃ：剛体に関心をもち、意欲

的にそれらを探究しよう

とする。 

 

運動量の保存 

 

ａ：運動量・力積・反発係数

について基本的な概念や

原理・法則を理解し、知

識を身につける。 

ｂ：運動量・力積・反発係数

について法則を見出し、

探究する過程を通して科

学的に事象の分析を行

い、問題を解決すること

ができる。 

ｃ：運動量・力積・反発係数

に関心をもち、意欲的に

それらを探究しようとす

る。 



円運動と万有引力 ａ：円運動・万有引力につい

て基本的な概念や原理・

法則を理解し、知識を身

につける。 

ｂ：円運動・万有引力につい

て法則を見出し、探究す

る過程を通して科学的に

事象の分析を行い、問題

を解決することができ

る。 

ｃ：円運動・万有引力に関心

をもち、意欲的にそれら

を探究しようとする。 

後
期 

熱
と
気
体 

気体のエネルギー

と状態変化 

 

ａ：気体の法則・気体分子の

運動・気体の状態変化に

ついて基本的な概念や原

理・法則を理解し、知識

を身につける。 

ｂ：気体の法則・気体分子の

運動・気体の状態変化に

法則を見出し、定量的に

表す方法を理解し、計算

することができる。 

ｃ：気体の法則・気体分子の

運動・気体の状態変化に

関心をもち、意欲的にそ

れらを探究し、科学的な

見方や考え方を身につけ

ている。 

 

定期考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

授業プリ

ント 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

授業プリ

ント 

 

レポート  

 

課題 

 

ノート 

 

 

 

波 波の伝わり方 

 

 

 

ａ：波と媒質の運動・正弦波

の式・波の伝わり方につ

いて、基本的な概念や原

理・法則を理解し、知識

を身につけている。 

ｂ：波と媒質の運動・正弦波

の式・波の伝わり方に法

則を見出し、定量的に表

す方法を理解し、計算す

ることができる。 

ｃ：波と媒質の運動・正弦波

の式・波の伝わり方に関

心をもち、意欲的にそれ

らを探究し、科学的な見



方や考え方を身につけて

いる。 

 

 

 

音の伝わり方 

 

ａ：音の伝わり方・音のドッ

プラー効果について、基

本的な概念や原理・法則

を理解し、知識を身につ

けている。 

ｂ：音の伝わり方・音のドッ

プラー効果に法則を見出

し、定量的に表す方法を

理解し、計算することが

できる。 

ｃ：音の伝わり方・音のドッ

プラー効果に関心をも

ち、意欲的にそれらを探

究し、科学的な見方や考

え方を身につけている。 

 

 

 

※ 表中の観点について 

 a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現   c:主体的に学習に取り組む態度 


